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ミズガヤツリの防除に関する生態学的研究
Ⅲ.種 内 変 異 に つ い て







原 1967,林 ･橋爪 ･五十嵐 1967),また耕起やしろかきによる胡種的防除も有効である
(凋 1965,中川 ･服部 1971,1977)ことが明らかにされている.
ところが東北や北陸の各地で実施された除草剤の秋季処理試験の結果で効果が不十分な
場合があり,その原因として考えられるものに,処理後の低弘や処理血後の降雨の膨-nが



























阿山)で澤:教柁 (税収京と1染,t学教授)爪甥也i.n)･rゴよび前出筆陣Irt出･粘t放iL;拙 技尉 トIl:.t#岬七.'-脚立
鼠 御激励を賜った ここにI･.いLlの各伽二村L摺iE;lL落.朗の烹i･&-する.
試 験 方 法
･Jr,､ガ十.ソリの発生が多し､地J-をi=として全日 11兜から採掠 した 14系統を供証 した.
各地から採集iした塊茎からJと育 した ミスガヤツリを同一条件で 柁増 し.鯨･;F新 しい塊盲を
形成せ しめて丑年の仏式Ir料とした. Jlk崖は 掘 りとり後 5-Cの低配室に貯絞LT,rfき,
.試験開紬裾ニ(印;描Ji.に移した.ilrLif･川もJPJか r-JtそいdJ鴨勺では,他の十lノトて州机Lたl3'を移
伸して供試 した.
桝武系硬の産地 と試験一が Ili第1表J')とJa･l)で ち石.
符 1,l… 三,Jtガ .I .帆式弟純のfi1年地上その終生.誌ld










































































60cm角または63,2cm角の コ./ク')- トポノトおよび2,000分 のlaと5,000分の
laのワグネル ･ポットを用いた.試験年度別に仏式.ホ ントと拙付の時〕軌 方法などを示
すと次のとおりである,
試験年度 供 式 ;ドッ ト 帆lt時期 塊茎･7%'別 供武系統敬
1970 63.2cm角コ'/クリー ト･･ポット 5月1日 塊 茎
1970 同 上 8月lo員
1970 2,000分の laポ ノト 8月25日
1971 6Ucm角コンクリー ト･･+:ソト 5月15E]























リを.岨付け後27日間は, ファイ トトロンの 25〕Cの力lラス宴に旺き,補光により16時


































































































そ こで,植付け時期が早 く,出穂までに十分葉が伸長していた 1970年 と 1971年の結果
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匠 ∃ 花利 之 ⊂コ 化iErlJ
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A YN NB NC ND TY SL SS CM 0 TK K I M
系 統
第 4回 IE茎上髄の.古形Tfの系統に よ る芸 界
58を(L979)
第 3袈 ミスカヤツ リ14系統の諸形質の各組統計丑
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穂 の 諸 形 質





























































小 培 小槻数の変掛 まとくに大きかった. NCとTYの2系統が極端に多く,CM,
0,K,Ⅰなどが少なく,M は在職に少なかった.小龍長は NBだけが特に長く,A.YN,
NC,SS,Ⅰなどが圧かった.
そう果 そう栗の1,000粒重は 279-437mgの範囲で,粕二重かったのは M とCM.











憾 帖 脚 数 警 吏 去 苦 資 長 花純 化柄F< 化雌 花鵬 小那 吉Oふ 還
X5 Ⅹ6 X7 Ⅹ8 Ⅹ9 XlO X11 Ⅹ12 Ⅹ13 Ⅹ14
-0661 -0,319 0.〔54 -0.707 -()LIC5 -0.654 -0.406 -0,313 -0.194 0,455
-01C5 -007'1 0.672 -0128 -日..IEJ -UOT2 -O.3C5 ()2卜8 OIO2 0.584
0,890 ().136 -O.254 0419 0.592 ().689 O.dt;7 ()442 047() -0,25(I
-OO80 -a111 Lj.435 -O.336 -0.5LIR ICHj88 -り,533 ()_133 0.458 0784
t'L37.1 -UL:り5 (｣.15こ) ().5C8 Ll,TrJI Ll,▲i2!J O542 0.171 -()076
Oコ22 O703 05】8 UJGT 0.52rl 053i 0122 -().274
O350 -U.37_r' I7.23J 0154 0218 0.17LI O.ll)/1
0.169 0.F13こ～ 0,725 0535 0O30 -056.1
日.ill)F) OJ90 0-17,3 009() -0.593
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?
化堪Lこ 1.0●●乳Lと●耶し 05位牡L-./｣､拙 kは 巾 馴 化肌● ●そう 姓lOOO相 打 I. ●刑地口放
棉5卜三さ 祁L rt1721.1N'J;,.二よけ ,iIJ形モ'LJj凹(-tLF'p7-L･'L
殻的な岨仁和二ついて次の､ことが ′r(きれた. (])川馳期が甲く,基の幅が広 く,花巻が.太




あることが ,示された.(3)祖の.描形質の多 くは塵の偏や花常の太さとの間に 密接な軸係
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組と.それらよりほ Lii触】切が早く,柴や化題が長 く拙もや千人きい埼 f‡産の SL,千変 膚
の CM.徳島産のTK言,tTJ如確のKの紬 二分け!:)れた.
2,生 育 特 性
葉 菜 の 増 加
1972年の試観ては.7月25円に 他日けた瓜が 痛√｢Tると粒】もなく旺iSな111'姫が始ま
り,菓魚数は8Jl卜旬へl州 )には,5日間で約 3-1倍に印加Lた.8J18日以降の 10日






に A,YN の認系統の 菓粂岬;uH串が9月上旬以後急激に 低下し,NC.SS.上のそれも少
し連れて次御 二低下した.一方,CM,0.M の諮系統の増加率は9月兼まであまり低下し
なかった.
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28-2-7-1ト17-22-27 28-2-7-1卜17-22JJ.
8J19月 8月 9月 8月 9才~】
I?l;Tl.4 塊雀形成榔g帥俄.I13･.rる-/it_糾†[･,1日キミT雌指






とNBの発毛:.T･9nlTヒけ順 :I.･.三とんど4'.1加せず,SSとCM とでは9月 23H以後のfr.I
加がT1-に少なか ･.イ二か.Mは10T117日告でqzJ)Iが紋いた.251Cと30Cにおいては,
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r)甲かった. また,TKとIとは 平JIJ出願RJjより1口遅れただけであったれ 中国,四




































J'lJ_: 斐 ≡5敬* 3｡ F ,5 u1 2｡ 把 25 肝 3｡






(江1 -は仙椎なし. *組付けた純憤条9′鞍-I)ら.!)の目地票為政, 相川拙した発射について
の平均仙
58を(1Lj79) 67










到 在 ET 故 l 到椎口数の系統開基
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日長 (剛切)時樹の剛の剖紬日数の買主のt松電
12.5:13.0.-t-I760 n-1=13



















































延El敬が7.5E]で, この中間のグループに含まれた,†恥 日産の 0の出穂遅延ET数ほ12.5
日,千非産のCM では14.8日, I･L欄1産の KではlLJ.5日と順次遅延日数が大きくなり,
宮崎産のMではさらに大きく,24.8日であった.
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[:=コJ未 肥 大 E::コ 肥 大 始 団 肥大白色 I- 肥大褐色











































分 枝 地 下 茎 系 統
■- 日- ･■●- YN
/,_.,君f:‥:>
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?? ? ??????? 梨 粂 党 ′Ii
塊_i未形成
塊 茎 形 成
lol3El.月並






の塊雀形成矧度をみると,第 16抑こ示したように地 卜隻脚 '73の総数はすでに YN･NB･





























が大きいことが示された.租の.湘F;Y,矧 よ,その多くで,新潟産の NBあるいは NCが最
も大きく, 伯日本を産地とする系統には大きいものは少なかった. しかし･,k北産の Aや
YNの系統で(･よ小さく,西日本産にもTKなどのように 平均値よりも大きい系統もあっ
























































のSSおよび千薬のCM の順に遅 くなることが認められた, 馬鈴薯の高温条件下におけ
る塊茎の形成には,一定の短日周期が必要であることは古くから知られている (Garner
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